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平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
十
五
日
の
県
議
会
に

お
い
て
、
滋
賀
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
お
よ
び

関
連
条
例
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
（
同
月
二
十
二
日
公
布
）。

本
条
例
で
は
、
公
文
書
を
「
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支

え
る
県
民
共
有
の
知
的
資
源
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
統
一
的

な
管
理
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
書
の
作
成
義
務
等
を
明
記

公
文
書
と
は
、
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
ま
た
は
取
得
し

た
文
書
で
、
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
県
の
機
関
で

保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
し
ま
す
。
県
の
諸
活
動
を
は
じ

め
、
様
々
な
歴
史
的
事
実
が
記
さ
れ
て
お
り
、
県
民
の
知
る

権
利
を
尊
重
す
る
上
で
重
要
な
記
録
で
す
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
文
書
が
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
必
要
な
と
き
に
、
そ
れ

ら
の
情
報
源
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
条
例
で
は
、
意
思
決
定
に
至
る
過
程
を
含
め
た
、

文
書
の
作
成
義
務
を
明
記
し
ま
し
た
（
第
四
条
）。
こ
れ
ま
で

も
、
県
の
事
務
は
、
原
則
と
し
て
公
文
書
で
の
処
理
が
必
要

で
し
た
が
、
作
成
す
る
文
書
の
範
囲
は
、
明
確
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
最
終
的
な

意
思
決
定
だ
け
で
な
く
、
経
緯
・
過
程
を
合
理
的
に
跡
付
け

検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
課
長
等
と
の
協
議
記
録
や
、

庁
内
外
の
会
議
録
、
要
望
・
交
渉
等
に
関
す
る
記
録
の
作
成

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
文
書
管
理
の
基
準
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大

学
教
員
や
弁
護
士
等
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
第
三
者
機
関

の
意
見
を
聴
く
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
第
十
一
条
）。

「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
」
を
永
久
に
保
存

公
文
書
作
成
の
際
に
は
、
そ
の
文
書
の
保
存
期
間
（
三
〇

年
以
下
）
を
定
め
、
そ
の
後
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
、
職

員
が
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
か
否
か
を
判
断
し
ま
す
（
第
五

条
）。
県
の
政
策
検
討
過
程
や
実
績
、
県
民
の
権
利
・
義
務
、

社
会
・
自
然
環
境
に
関
す
る
重
要
な
情
報
等
の
有
無
が
、
主

な
判
断
基
準
で
す
。
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
（
歴

史
公
文
書
）
は
、
保
存
期
間
満
了
後
に
県
立
公
文
書
館
に
移

管
さ
れ
、
永
久
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
県
立
公

文
書
館
は
、
現
在
の
県
政
史
料
室
を
改
組
し
て
、
新
た
に
公

の
施
設
と
し
て
開
設
予
定
で
す
（
場
所
は
現
在
と
同
じ
）。

公
文
書
の
廃
棄
の
際
に
は
、
事
前
に
第
三
者
機
関
の
意
見

を
聴
く
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
（
第
八
条
）。
職
員
と
有
識
者

が
二
重
に
確
認
を
行
う
こ
と
で
、
誤
廃
棄
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

判
断
の
客
観
性
を
確
保
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
知
事
等
は
、

同
機
関
の
意
見
を
参
酌
し
、
公
文
書
館
へ
の
移
管
の
是
非
を

判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
立
公
文
書
館
の
開
設

平
成
三
十
二
年
四
月
に
開
設
予
定
の
公
文
書
館
は
、
こ
れ

ま
で
の
県
政
史
料
室
の
業
務
を
引
き
継
ぐ
ほ
か
、
更
に
公
文

書
館
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
に
、
閲
覧
可
能
文
書
の
増
加
で
す
。
従
来
当
室
で
閲

覧
で
き
る
文
書
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
の
行
政

文
書
・
資
料
が
中
心
で
し
た
が
、
条
例
施
行
後
は
、
そ
れ
以

後
の
文
書
も
、
順
次
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
昨
年
十
二
月
に
件
名
目
録
が
完
成
し
た
、
永
年
保
存
文

書
（
昭
和
二
十
一
～
五
十
六
年
）
の
早
期
公
開
を
目
指
し
ま

す
。
例
え
ば
、
占
領
終
結
後
に
本
格
化
す
る
軍
事
援
護
に
関

す
る
文
書
や
、
昭
和
三
十
年
代
に
計
画
さ
れ
た
日
本
横
断
運

河
の
関
係
文
書
、
琵
琶
湖
の
公
害
被
害
の
報
告
書
な
ど
、
戦

後
史
を
彩
る
貴
重
な
史
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
公
開
で
す
。
こ

れ
ま
で
文
書
を
閲
覧
す
る
に
は
、
直
接
当
室
に
お
越
し
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
頻
度
の
高
い
文
書
か
ら
、

順
次
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
ま
ず
は
県
の
法
令

を
ま
と
め
た
布
達
編
冊
や
、
神
社
・
寺
院
の
公
的
管
理
台
帳

で
あ
る
社
寺
明
細
帳
、
堤
防
や
橋
梁
、
道
路
等
の
長
さ
が
記

さ
れ
た
旧
村
絵
図
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
文
書

の
目
録
検
索
も
可
能
に
す
る
予
定
で
す
。

第
三
に
、
教
育
機
関
等
と
の
連
携
で
す
。
生
徒
・
学
生
の

公
文
書
館
見
学
や
、
社
会
科
・
総
合
学
習
等
で
用
い
る
授
業

資
料
の
提
供
、
県
政
の
歴
史
に
関
す
る
講
座
の
開
催
な
ど
を

通
じ
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
歴
史
公
文
書
等
の
活
用
を
目

指
し
ま
す
。

そ
の
他
、
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
関
す
る
県
内
市
町
へ

の
情
報
提
供
や
、
図
書
館
・
博
物
館
等
と
の
連
携
強
化
、
研

修
等
を
通
じ
た
人
材
育
成
な
ど
の
内
容
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
た
公
文
書
館
機
能
の
強
化
を
通
じ
て
、
県
民
に

と
っ
て
親
し
み
や
す
い
公
文
書
館
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
大
月

英
雄
）
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本
県
で
は
、
毎
年
「
歴
史
的
文
書
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
明
治
一
五
○

年
」
に
関
わ
る
特
別
講
演
と
し
て
、
十
一
月
二
十
一
日
（
水
）

に
琵
琶
湖
の
舟
運
に
つ
い
て
、
長
浜
市
市
民
協
働
部
学
芸
専

門
監
の
太
田
浩
司
氏
に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

古
代
の
湖
上
交
通

琵
琶
湖
は
古
代
以
来
、「
近
つ
淡
海
」
ま
た
は
「
鳰
の
海
」

お
う
み

に
お

と
表
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
う
み
」
と
い
う
の
は
広
い
水
溜

り
の
こ
と
で
、「
お
う
み
」
は
淡
水
の
水
溜
り
の
意
味
で
す
。

そ
れ
で
は
、
い
つ
か
ら
「
琵
琶
湖
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
室
町
時
代
の
後
期
に
、
禅
宗
の
お
坊
さ
ん
が
用
い

た
記
述
が
、
琵
琶
湖
の
初
見
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
楽
器
の

琵
琶
に
例
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
み
た
い
に
人
工
衛

星
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
な
ぜ
琵
琶
の
形
と
わ
か
る
の
か

不
思
議
で
す
。
琵
琶
湖
は
「
南
北
に
走
る
巨
大
な
水
路
」
と

木
村
至
宏
さ
ん
（
成
安
造
形
大
学
近
江
学
研
究
所
長
）
が
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
琵
琶
湖
自
体
が
一
級
河
川
で
あ
り
、

大
き
な
運
河
と
考
え
た
方
が
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

琵
琶
湖
の
歴
史
は
、
遺
跡
や
古
文
書
を
通
じ
て
、
古
代
か

ら
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
縄
文
時
代
に
お
い

て
は
、
一
つ
の
丸
太
を
刳
っ
た
五
～
八
メ
ー
ト
ル
位
の
丸
木

舟
が
、
元
水
茎
内
湖
干
拓
遺
跡
（
近
江
八
幡
市
）
や
、
長
命

寺
湖
底
遺
跡
（
同
市
）、
松
原
内
湖
遺
跡
（
彦
根
市
）
な
ど
色
々

な
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。『
万
葉
集
』
で
は
、
八
〇
の

湊
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
、
例
え
ば
「
高
島
の

阿
渡
の
湊
を

あ

ど

漕
ぎ
過
ぎ
て

塩
津
菅
浦

今
か
漕
ぐ
ら
む
」（
安
曇
川
の
河

口
か
ら
ず
っ
と
北
に
い
く
と
、
塩
津
や
菅
浦
が
見
え
て
く
る
）

と
い
う
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
の
法
典
で
あ
る
『
延
喜
式
』
に
は
、
若
狭
国
か

ら
の
荷
物
は
、
勝
野
津
（
大
溝
港
）
―
大
津
と
い
う
ル
ー
ト
、

若
狭
以
外
の
北
国
か
ら
は
、
塩
津
―
大
津
の
ル
ー
ト
で
運
ぶ

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
は
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
、

日
本
の
南
北
交
通
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
、
琵
琶
湖
が
運
河
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
米
原
市
の
朝
妻
は
、
古
代
で
は
琵
琶
湖
を
代
表
す

る
湊
で
、
こ
の
地
か
ら
東
山
道
を
通
っ
て
、
関
東
へ
行
く
ル

ー
ト
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
し
た
。
永
祚
二
年
（
九
九
〇
）
の

「
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
」（
尾
張
国
の
郡
司
・
百
姓
ら
が
国

司
の
悪
政
を
訴
え
た
文
書
）
で
も
、
尾
張
か
ら
都
に
物
資
を

運
ぶ
の
に
大
津
・
朝
妻
間
の
舟
運
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
塩
津
は
、
塩
津
港
遺
跡
（
長
浜
市
）
と
い
う
大
変
な

遺
跡
が
出
土
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
で
い
え
ば
、
新
宿
や

渋
谷
、
池
袋
に
相
当
す
る
、
日
本
の
南
北
交
通
に
お
け
る
タ

ー
ミ
ナ
ル
中
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
し
た
。

中
・
近
世
の
湖
上
交
通

中
世
に
な
る
と
、
比
叡
山
が
琵
琶
湖
に
関
を
設
け
、
坂
本

が
そ
の
外
港
と
な
り
ま
す
。
東
西
交
通
に
つ
い
て
は
、『
十
六

夜
日
記
』
に
朝
妻
や
矢
橋
（
草
津
市
）、
志
那
（
同
市
）
で
、

船
に
乗
る
く
だ
り
が
あ
る
よ
う
に
、
貴
族
の
紀
行
文
の
中
に

舟
運
が
出
て
き
ま
す
。
東
国
・
東
北
か
ら
京
都
に
帰
る
際
は
、

舟
運
を
使
う
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
、
山
科
言
継
（
戦

と
き
つ
ぐ

国
時
代
の
公
家
）
の
日
記
で
も
、
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

戦
国
時
代
の
後
期
に
は
、
下
賀
茂
神
社
の
領
地
で
、
御
厨

（
神
餞
を
調
進
す
る
場
所
）
が
置
か
れ
た
堅
田
が
、
神
社
の

力
を
背
景
に
大
き
く
発
展
し
ま
す
。湖
上
関
が
置
か
れ
、上
乗

う
わ
の
り

権
と
呼
ば
れ
る
有
名
な
特
権
を
行
使
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
琵
琶
湖
周
辺
の
住
民
も
、
湖
を
日
常
生
活
で

利
用
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
菅
浦
（
長
浜
市
）
に
は
、
先

日
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
古
文
書
が
残
っ
て
い
て
、
民
衆
た
ち

が
舟
運
を
使
い
、
平
方
・
片
山
（
い
ず
れ
も
同
市
）
に
荷
物

を
運
ん
だ
と
き
に
、
近
隣
の
村
人
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
と

い
う
記
事
が
出
て
き
ま
す
。

戦
国
時
代
に
は
、
浅
井
氏
や
六
角
氏
と
い
っ
た
戦
国
大
名

も
、
琵
琶
湖
の
舟
運
を
掌
握
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。
織
田
信

講演会の様子
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長
は
そ
の
傾
向
を
更
に
強
め
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
五

月
、
琵
琶
湖
最
大
の
大
型
船
（
長
さ
五
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
一

三
メ
ー
ト
ル
）
を
建
造
し
て
い
ま
す
。
岐
阜
城
か
ら
京
都
に

出
る
際
に
利
用
し
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
大
坂
に
本
拠
を
置
い
た
豊
臣
秀
吉
は
、
京
都
に

近
い
坂
本
よ
り
、
大
坂
に
出
る
の
に
便
利
な
大
津
の
湊
を
繁

栄
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
百
艘
船
と
い
う
大
き
な
船
団
を

作
り
、
大
津
の
船
は
他
の
村
に
行
っ
て
帰
り
に
荷
を
積
め
る

一
方
、
他
村
の
船
が
大
津
に
行
っ
て
帰
り
に
荷
を
積
め
な
い

と
い
う
特
権
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
他
、
湊
に
先
に
着
い
た

船
か
ら
荷
物
を
積
み
出
す
と
い
う
船
積
み
の
順
番
（
艫
折

と
も
お
り

廻
船
）
を
定
め
た
り
、
船
奉
行
を
任
命
し
て
琵
琶
湖
の
舟
運

か
い
せ
ん

を
統
括
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
琵
琶
湖
の
江
戸
時
代
の
船
は
、
丸
子
船
と
い

う
形
態
で
、
外
洋
船
と
は
全
く
異
な
る
形
を
し
て
い
ま
し
た
。

琵
琶
湖
は
水
深
が
浅
い
た
め
、
船
底
が
丸
く
て
、
喫
水
線
の

浅
い
船
が
発
達
し
ま
し
た
。
丸
子
船
は
、
瀬
戸
内
海
や
日
本

海
に
は
見
ら
れ
な
い
船
で
、
琵
琶
湖
だ
け
の
「
固
有
種
」
と

い
え
ま
す
。

江
戸
中
期
に
は
、
丸
子
船
が
一
三
三
九
艘
、
耕
作
・
漁
撈

に
使
う
小
型
の
艜
舟
な
ど
、五
千
艘
ほ
ど
の
船
が
存
在
し
て

ひ
ら
た

い
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
、
下
関
を
廻
っ
て
北
国
に
荷
を
下
ろ

す
、
西
廻
り
航
路
が
発
達
す
る
た
め
、
琵
琶
湖
の
舟
運
自
体

は
減
る
も
の
の
、
丸
子
船
は
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
ち
な
み
に
、
丸
子
船
は
彦
根
藩
領
の
呼
び
方
で
、
幕

府
領
で
は
丸
舟
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
彦
根
藩

領
と
幕
府
領
で
、
舟
運
制
度
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
と
関
わ

り
が
あ
る
よ
う
で
す
。

明
治
前
期
の
鉄
道
・
汽
船

明
治
時
代
に
な
る
と
、
鉄
道
を
ど
の
よ
う
に
導
入
す
る
か

が
、
日
本
の
国
家
戦
略
の
中
で
大
き
な
課
題
に
な
り
ま
す
。

東
西
の
鉄
道
網
を
東
海
道
沿
い
に
す
べ
き
か
、
中
山
道
沿
い

に
す
べ
き
か
、
政
府
の
中
で
大
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

前
者
は
外
国
か
ら
艦
砲
射
撃
さ
れ
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た

も
の
の
、
後
者
は
ト
ン
ネ
ル
が
た
く
さ
ん
必
要
で
、
経
費
が

か
さ
む
と
い
う
理
由
か
ら
、
最
終
的
に
東
海
道
沿
い
に
落
ち

着
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
路
線
を
南
北
に
つ
な
ぐ
た
め
、
敦

賀
―
琵
琶
湖
周
辺
へ
の
鉄
道
敷
設
も
、
早
い
段
階
で
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
滋
賀
県
所
蔵
の
県
庁
文
書
で
は
、
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
頃
か
ら
、
鉄
道
に
関
わ
る
文
書
が
登
場
し
ま
す
。

例
え
ば
、
北
陸
線
の
測
量
や
、
鉄
道
敷
設
の
障
害
物
（
林
や

小
屋
な
ど
）
移
設
に
関
わ
る
文
書
な
ど
で
す
。
村
の
真
ん
中

を
鉄
道
が
通
る
計
画
に
つ
い
て
、
集
落
が
分
断
さ
れ
る
か
ら

ず
ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
文
書
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
停

車
場
（
駅
）
の
誘
致
を
求
め
る
文
書
も
あ
り
、
明
治
の
人
び

と
が
必
ず
し
も
鉄
道
を
嫌
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

明
治
九
年
に
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
イ
ル
（
イ
ギ
リ
ス
の

土
木
技
術
者
）
の
上
申
書
や
、
井
上
馨
（
工
部
卿
）
の
提
言

に
よ
り
、
敦
賀
・
米
原
間
の
鉄
道
敷
設
と
、
塩
津
・
大
津
間

の
湖
上
連
絡
船
の
運
行
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
、
明
治
十
年
に
長
浜
町
民
は
、
長
浜
市
街
地
に
停
車
場
を

設
置
す
る
よ
う
県
に
申
請
。
明
治
十
三
年
、
鉄
道
局
長
井
上

勝
は
、
湖
上
交
通
と
の
結
節
点
を
塩
津
か
ら
長
浜
へ
と
変
更

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
明
治
十
五
年
に
は
、
長
浜
・
敦
賀
間
が
柳
ヶ
瀬
ト

ン
ネ
ル
を
除
い
て
開
通
。
翌
十
六
年
に
は
、
長
浜
・
関
ヶ
原

間
の
鉄
道
が
開
通
し
、
長
浜
は
東
西
交
通
、
南
北
交
通
の
要

の
駅
に
な
り
ま
す
。
明
治
十
七
年
に
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
で

き
る
と
、
敦
賀
ま
で
が
直
通
と
な
り
、
長
浜
の
繁
栄
は
さ
ら

に
加
速
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
二
十
二
年
に
米
原
・
大

津
間
、
長
浜
・
大
津
間
の
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
鉄
道
連
絡

船
が
廃
さ
れ
、
水
陸
の
結
節
点
・
長
浜
か
ら
、
北
陸
線
と
東

海
道
線
の
乗
換
駅
・
米
原
の
方
に
移
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
方
湖
上
で
は
、
明
治
二
年
に
最
初
の
蒸
気
船
一
番
丸
が
、

つ
い
で
二
番
丸
、
金
亀
丸
と
い
う
よ
う
に
、
蒸
気
船
が
丸
子

船
に
代
わ
っ
て
登
場
し
ま
す
。
長
浜
で
も
明
治
五
年
に
湖
龍

丸
が
、
明
治
七
年
に
は
長
運
丸
（
す
ぐ
に
唐
崎
沖
で
沈
没
）

が
で
き
ま
す
。
明
治
九
年
に
は
、
大
津
に
汽
船
取
締
会
所
が

設
置
。
明
治
十
五
年
に
太
湖
汽
船
、
明
治
十
九
年
に
湖
南
汽

船
が
設
立
さ
れ
、
明
治
時
代
は
こ
の
二
社
が
汽
船
を
運
営
し

て
い
き
ま
す
。物
資
輸
送
は
鉄
道
が
担
い
、湖
上
交
通
は
徐
々

に
人
を
運
ぶ
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
、
大
正
・
昭
和
の
時
代

に
は
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
、
南
湖
の
名
勝
め
ぐ
り
な
ど
、
観
光
利

用
が
中
心
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―

講
演
中
、
太
田
氏
に
は
「
新
道
開
墾
港
口
修
築
願
書
」【
明

と
９
（

）】、「
長
浜
関
ヶ
原
鉄
道
敷
設
告
諭
書
」【
明
と

107

（
３
）】
と
い
う
、
歴
史
的
文
書
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

18し
た
。
県
庁
文
書
が
あ
る
こ
と
で
、
い
か
に
個
別
具
体
的
な

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
か
、
ま
た
鉄
道
に
関
し
て
も
、
細
か

い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
歴
史
的
文
書
を
活
用
す
べ
き
だ
と
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。（
中
井
善
寿
）
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滋
賀
県
教
育
史
研
究
会
は
、「
滋
賀
に
お
け
る
近
・
現
代
教

育
史
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
」
を
目
的
に
、
木
全

清
博
氏
（
滋
賀
大
学
教
育
学
部
教
授
）
ら
を
発
起
人
と
し
て

一
九
九
七
年
六
月
に
発
足
し
た
。
本
会
は
数
年
間
の
活
動
休

止
を
経
た
後
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
再
開
し
、
二
〇
一
八
年
十

二
月
十
六
日
に
は
、
第
六
〇
回
例
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
会
員
は
大
学
教
員
等
の
研
究
者
、
大
学
院
生
、
小
・

中
・
高
校
の
教
員
、
元
図
書
館
職
員
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
。
例
会
で
は
会
員
相
互
に
よ
る
研
究
報
告
が
な
さ
れ
、

自
由
闊
達
な
協
議
を
経
て
、
研
究
成
果
の
蓄
積
を
図
っ
て
い

る
。幸

い
な
こ
と
に
、
二
〇
一
八
年
六
月
に
は
、
本
会
編
集
に

よ
る
『
近
代
滋
賀
の
教
育
人
物
史
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
）
を

上
梓
し
、
広
く
県
民
に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き

た
。滋
賀
県
は
県
教
育
委
員
会
等
が
編
集
主
体
と
な
っ
た『
○

○
県
教
育
史
』
を
唯
一
も
た
な
い
県
で
あ
る
だ
け
に
、
今
回

の
成
果
を
『
滋
賀
県
教
育
史
』
の
編
纂
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

今
回
出
版
で
き
た
こ
と
は
、
会
員
に
よ
る
地
道
な
研
究
努

力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
県
内
に
良
質
の
教
育
史
料
が
残
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
一
般
的
に
教
育

史
料
は
、
①
学
校
等
に
残
さ
れ
た
学
校
史
料
、
②
個
人
等
に

よ
っ
て
残
さ
れ
た
個
人
史
料
、
③
学
校
設
置
者
の
行
政
機
関

に
残
さ
れ
た
行
政
史
料
等
に
大
別
で
き
る
が
、
実
際
に
は
、

県
内
の
学
校
史
料
の
多
く
が
、
校
舎
の
新
築
・
移
転
等
に
伴

い
散
逸
・
廃
棄
さ
れ
、
研
究
が
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
る
。
教

育
史
を
含
む
歴
史
研
究
の
成
否
は
、
良
質
の
史
料
に
よ
る
こ

と
が
大
き
い
だ
け
に
、
学
校
史
料
の
収
集
及
び
次
世
代
へ
の

保
存
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
行
政
史
料
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
県
県
政
史
料
室
の

史
料
が
頼
り
と
な
っ
た
。
本
県
の
行
政
史
料
は
、
戦
災
の
影

響
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
初
期
か
ら
現
在
ま

で
豊
富
に
残
さ
れ
、
保
存
状
態
も
よ
い
。
さ
ら
に
近
年
、
目

録
の
電
子
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
短
時
間
で
効
率
よ

く
調
査
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
調
査
の
際
に
は
大
変
役
立
っ

た
。
と
り
わ
け
「
立
校
方
法
概
略
」（
一
八
七
三
年
）
や
『
明

治
十
年
九
月
定
期
卒
業
試
験
立
会
巡
視
功
程
』（
一
八
七
七
年
）

は
、
明
治
初
期
の
教
育
事
情
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

今
後
は
、
散
逸
・
廃
棄
さ
れ
が
ち
な
県
下
の
学
校
史
料
の

収
集
・
保
存
、
史
料
の
電
子
化
、
土
・
日
曜
日
の
県
政
史
料

室
の
開
室
な
ど
が
一
層
推
進
さ
れ
、
県
民
の
利
便
性
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

当
室
で
は
こ
れ
ま
で
、
庁
内
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
み
で
し
か
、
県
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
を
行

っ
て
お
ら
ず
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
一
月
よ
り
、
県

政
史
料
室
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。

本
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
展
示
・
講
演
会
な
ど
の
催
し
物
案

内
や
、
本
紙
の
刊
行
案
内
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
当
室
の
行
事

や
業
務
紹
介
を
は
じ
め
、
所
蔵
史
料
の
紹
介
な
ど
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
室
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ま
に
、
よ
り
深
く

知
っ
て
頂
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
随
時
発
信
を

し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

『近代滋賀の教育人物史』

公式ツイッターアカウント

アカウント名：滋賀県県政史料室

ユーザー名：shiga_archives



滋賀のアーカイブズ 第 6号 平成 31 年（2019 年）3月 29 日発行

- 7 -

明
治
二
十
三
年
に
完
成
し
た
琵
琶
湖
疏
水
（
琵
琶
湖
と
京

都
を
結
ぶ
水
路
）
は
、
京
都
府
・
市
に
よ
る
事
業
で
す
が
、

滋
賀
県
で
も
明
治
十
六
年
十
一
月
に
疏
水
事
務
取
調
掛
を
設

置
し
、
以
降
、
そ
の
対
応
に
臨
み
ま
し
た
。
滋
賀
県
庁
に
残

さ
れ
た
文
書
か
ら
は
、
そ
の
疏
水
に
対
す
る
県
の
対
応
が
読

み
取
れ
ま
す
。
関
係
文
書
は
約
二
〇
簿
冊
あ
り
、
今
回
は
こ

れ
ら
の
文
書
を
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
類
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
計
画
【
明
ね

、

合
本

】

33

37

2

計
画
段
階
に
お
け
る
県
と
国
や
京
都
府
・
市
と
の
往
復
文

書
を
通
覧
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、『
琵
琶
湖
疏
水
誌
稿
』
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
明
治
十
七
年
か
ら
二
十
五
年
頃
ま
で

の
文
書
を
、
県
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
県
内
で
の
疏
水
に
対
す
る
見
解
が
読
み
取
れ
る
史

料
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
県
勧
業
諮
問
会
で
は
、
疏
水
は

「
到
底
有
害
無
益
ノ
事
業
」
と
さ
れ
、
そ
の
被
害
に
対
す
る

予
防
策
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
県
民
の
不
安

の
声
が
記
さ
れ
た
建
議
書
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
用
地･

用
材
【
明
ね

合
本

、

、

合
本

、

35

2

36

37

1

、
昭
な

合
本

】

40

201

2

疏
水
用
地
は
、
京
都
府
に
よ
り
地
価
の
約
三
割
増
し
で
買

い
取
ら
れ
ま
し
た
。
代
金
の
請
求
・
受
け
渡
し
は
、
県
を
介

し
て
行
わ
れ
た
の
で
、
本
県
に
は
そ
の
時
に
利
用
さ
れ
た
地

価
取
調
書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
最
終
的
な
不

要
用
地
は
、
旧
所
有
者
へ
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
疏
水
開
削
に
は
、
多
く
の
用
材
が
必
要
で
し
た
。

県
内
か
ら
も
、
滋
賀
郡
鵜
川
村
や
蒲
生
郡
奥
島
村
な
ど
の
官

有
林
か
ら
石
材
や
木
材
が
採
取
さ
れ
、
疏
水
の
建
材
や
煉
瓦

の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

③
補
償
問
題
【
明
ね

合
本

、

合
本

、

、

、

35

1

37

3

38

39

明
な

】
273

疏
水
に
関
わ
る
補
償
問
題
の
代
表
が
、
大
津
西
部
飲
料
水

問
題
で
す
。『
大
津
飲
料
水
一
件
』
と
題
さ
れ
た
簿
冊
を
は
じ

め
、
主
な
関
連
簿
冊
が
五
冊
あ
り
ま
す
。
近
世
以
来
、
大
津

の
飲
料
水
は
源
水
地
か
ら
竹
管
に
よ
っ
て
各
所
へ
配
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
竹
管
が
疏
水
工
事
に
よ
り
断
絶
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
京
都
府
は
配
給
や
代
用
源
水
の

確
保
等
に
よ
る
応
急
措
置
を
と
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、

京
都
市
に
よ
り
大
津
西
部
に
近
代
上
水
道
が
整
備
さ
れ
、
明

治
四
十
四
年
に
給
水
が
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
簿
冊
に
は
、

他
に
道
路
新
設
・
修
繕
費
、
養
水
補
給
な
ど
の
補
償
関
係
文

書
も
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
完
成
後
の
疏
水
【
明
ね

～

、
明
ぬ

、

、

、

41

43

67

76

149

昭
ぬ

、
昭
ね

～

】

97

1

3

疏
水
の
主
な
利
用
目
的
は
、
運
輸
、
潅
漑
用
水
、
水
力
発

電
で
し
た
が
、
特
に
発
電
事
業
で
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
成
功
を
み
て
、
県
内
外
で
様
々
な
ポ
ス
ト
疏
水

建
設
が
目
論
ま
れ
ま
す
。
県
内
か
ら
は
一
三
五
人
の
発
起
人

か
ら
な
る
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
が
運
河
計
画
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
の
内
、
実
現
し
た
京
都
市
に
よ
る

第
二
疏
水
（
明
治
四
十
一
年
認
可
）
と
宇
治
川
電
気
株
式
会

社
（
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
、
宇
治
水
電
株
式
会
社
、
宇
治

川
電
力
株
式
会
社
が
調
整
の
末
誕
生
、
明
治
三
十
九
年
認
可
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
経
過
が
分
か
る
文
書
が
多
数
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
一
疏
水
の
改
修
に
関
す
る
文
書
な

ど
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
琵
琶
湖
疏
水
だ
け
で
も
、
様
々
な
事
柄
に

関
す
る
文
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
明
治
の
一
大
事
業
を
、
ご

関
心
の
あ
る
切
り
口
か
ら
紐
解
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
岡
本
和
己
）

【
参
考
文
献
】

･

織
田
直
文
『
琵
琶
湖
疏
水
―
明
治
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
』（
サ
ン

ブ
ラ
イ
ト
出
版
、
一
九
八
七
年
）。

･

栗
生
春
実「
歴
史
的
文
書
か
ら
見
る
琵
琶
湖
疏
水
」『
湖
国
と
文
化
』

一
三
三
号
（
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
、
二
〇
一
〇
年
）。

琵琶湖疏水関連簿冊【明ね35】【明ね33】【明ね41】
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【
企
画
展
示
】

「
湖
都
に
伸
び
る
軌
道
～
京
阪
電
鉄
～
」

期
間

１
月

日
（
月
）
～
４
月

日
（
木
）

28

25

「
皇
室
と
滋
賀
県
」

期
間

５
月
７
日
（
火
）
～
７
月

日
（
木
）

25

「
貴
賓
交
流
の
時
代
―
英
国
王
太
子
の
来
県
―
」

期
間

７
月

日
（
月
）
～

月

日
（
木
）

29

10

24

【
展
示
関
連
講
座
】

「
湖
国
行
幸
啓
史
」

日
時

６
月
中
旬

時
～

時

14

15

講
師

岡
本
和
己
（
当
室
嘱
託
員
）

会
場

県
庁
会
議
室
（
要
予
約
）

【
利
用
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
休
室
日
】

土
日
祝
日
、
年
末
年
始

【
閲
覧
方
法
】

◇
来
室
し
て
申
請

①
室
内
の
文
書
目
録
（
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
紙
）
で
閲
覧
し

た
い
文
書
を
探
す
。

②
閲
覧
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
受
付
に
提
出
。

＊
個
人
情
報
の
審
査
が
終
わ
る
ま
で
、
数
日
～
１
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
〔
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
連
絡
〕）。

③
文
書
を
閲
覧
す
る
。

◇
自
宅
か
ら
申
請

①
当
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
歴
史
的
文
書
」
目
録
で
閲
覧

し
た
い
文
書
を
探
す
。

②
閲
覧
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
メ
ー
ル
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
（
審
査
が
終
わ
る
ま
で
連
絡
を
待
つ
）。

③
文
書
を
閲
覧
す
る
。

【
そ
の
他
の
利
用
】

・
文
書
の
撮
影
は
、
持
参
し
た
機
器
で
各
自
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
複
写
物
の
交
付
は
、
職
員
に
御
相
談
く
だ
さ
い
）。

・
企
画
展
示
、
自
治
体
史
・
事
典
等
の
書
籍
は
、
審
査
な
し

で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
文
書
の
掲
載
・
借
用
の
際
に
は
、
別
途
該
当
す
る
申
請
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
か
ら
東
へ
徒
歩
５
分
。

②
京
阪
電
気
鉄
道
島
ノ
関
駅
か
ら
南
南
西
へ
徒
歩
５
分
。
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【
表
紙
解
説
】
簿
冊
保
存
方
法
の
図

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
九
月
、
県
が
郡
市
町
村
に

配
布
し
た
「
町
村
役
場
文
書
整
理
之
栞
」
所
載
の
図
。
同

十
年
九
月
よ
り
、
県
は
調
査
報
告
の
遅
延
を
理
由
に
、
町

村
に
度
々
文
書
の
整
理
を
命
じ
て
き
ま
し
た
。
翌
十
一
年

八
月
に
は
「
町
村
文
書
取
扱
順
序
」
も
制
定
さ
れ
、
役
場

の
文
書
整
理
の
状
況
は
、
漸
次
改
善
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

本
栞
は
、
さ
ら
に
役
場
の
全
員
に
、
文
書
整
理
は
「
事

務
ノ
基
礎
」
を
な
す
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
表
紙
の
図
で
は
、
蔵
置
所
（
文
書
庫
）
と
簿
冊

に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
番
号
（「
棚
第
○
号
」
な
ど
）
を

付
す
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
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